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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100

Calculated MW: 96 kDa; Observed MW: 99 kDa

Metabotropic Glutamate Receptor 2

GRMZ2; GPRC1B; MGLUR2; Metabotropic glutamate receptor 2; mGluR2; GRM3; GPRC1C;
MGLUR3; Metabotropic glutamate receptor 3; mGIuR3
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	応用
	抗原情報
	背景
	グルタミン酸に対するGタンパク質共役受容体。リガンド結合により構造変化が引き起こされ、グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）を介したシグナル伝達が誘導され、アデニル酸シクラーゼなどの下流エフェクターの活性が調節される。シグナル伝達はアデニル酸シクラーゼの活性を阻害する。神経伝達の抑制を媒介するか、シナプス形成またはシナプス安定化に関与している可能性がある。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	代謝型グルタミン酸受容体 2 抗体を使用した K562、Hela 溶解物中の代謝型グルタミン酸受容体 2 のウエスタン ブロット分析。
	

	代謝型グルタミン酸受容体 2 抗体を使用したパラフィン包埋マウス精巣の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

